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6． 共同研究機関
（共同研究機関研究責任
者）
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8． 研究の目的

9． 研究の方法
（使用・提供する資料等お
よび外部に提供する場合
の方法等）

10． 個人情報の保護

11． 利益相反に関する状況

12． 連絡先

電話 　　0172－39　－　5107　 FAX 　　0172－　　37－6842

診療記録から抽出した情報は匿名化され、誰の情報かわからないように
した上で解析を行います。

弘前大学大学院医学研究科　産科婦人科

カルテより妊娠中、分娩、産後のデータを収集します。特に、産後当科外
来受診時に測定した体重、BMI、血圧、尿検査、血液検査データを使用し
ます。
産褥1年～フォロー外来受診時までの期間のデータを比較します。また、
フォロー期間中の高血圧、糖尿病、脂質異常症、慢性腎臓病などの生活
習慣病の発症率、脳・心血管疾患の発症があった場合はその発症率など
を調べます。

　本研究の対象者に該当する可能性のある方で，情報を研究目的に利用されることを希望されない患者
さんもしくは患者さんの代理人の方は，下記の連絡先までお申し出ください。

弘前大学医学部附属病院で診療を受けられる皆様へ

妊娠高血圧症候群既往者の長期予後に関する調査

当院でご出産された方で、妊娠中または産後に妊娠高血圧症候群を発症
し、当院外来通院中の方

　本院では，下記の研究を実施しておりますのでお知らせいたします。

産婦人科

妊娠中、産後に妊娠高血圧症候群を発症した女性は将来的に脳・心血管
疾患、生活習慣病などの発症率が高くなることが知られており、産後の定
期受診が推奨されています。しかしながら、日本での適切なフォロー体制
は定まっていないのが現状です。妊娠高血圧症候群既往女性の産後フォ
ローデータを集め、適切な管理方法について検討することで、長期的な合
併症リスク低減や、健康寿命の延命につなげることができると考えていま
す。

妊娠高血圧症候群既往女性の産後の状態をカルテ情報から収集し、適
切な産後管理方法について検討することが目的です。

開示すべき利益相反はありません。

なし


